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Ⅱ 調査結果 
 

１ 男女平等について 
 

（１）男女の地位評価 

 

【分析のまとめ】 

 

県調査では「学校のなかで」を除くすべての分野において、『男性の方が優遇され
ている』が高い状況にありますが、年々減少傾向にあります。 

国調査と比較すると、「地域のなかで」で男女平等に対する意識の差が見られます。 
 

 社会のそれぞれの分野での男女の地位について、平等と感じている人の割合が最も高いのは、

「学校のなかで」となっており、県調査では平成 12 年から平成 21 年まで４割を超えています。 

 その他の分野においては、『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合が高くなっており、

特に「社会通念や風潮で」、「社会全体で」については６～７割程度となっています。また、「政治

（政策決定）の場で」についても『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合が高くなって

いますが、全体で平成 18 年から平成 21 年にかけて 7.6 ポイント減少しています。 

「法律や制度の上で」については、『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合が全体で平

成 12 年から平成 21 年にかけて 8.6 ポイント減少しています。この分野においては、男女で差が

みられ、男性は「平等である」と答えた人の割合の方が高く、平成 21 年では 49.1％となってい

ます。 

 時系列変化をみると、ほとんどの分野で、徐々に意識の変化がみられるものの、『女性の方が優

遇されている』が増えているのではなく、『男性の方が優遇されている』が減少するというかたち

で変化していることがうかがえます。 

 また、国調査と比較すると、「職場のなかで」において、国調査では『男性の方が優遇されてい

る』と答えた人の割合が時系列で増加しているのに対して、県調査では減少しています。また、

平成 21 年調査の「地域のなかで」において、国調査では「平等」が最も高くなっているのに対し

て、県調査では『男性の方が優遇されている』が高く、依然として地域において男性が優遇され

ている状況にあることがうかがえます。 

 

 

※『男性の方が優遇されている』は、本来の選択肢の「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえ

ば男性の方が優遇されている」の割合を合計したものです。『女性の方が優遇されている』は、「女性の方が非

常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の割合を合計したものです。以降の

ページも同様。 
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問１．あなたは、次にあげるＡ～Ｈの分野において男女の地位が平等になっていると思いますか。Ａ～Ｈのそ

れぞれについて１つずつ選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 男女の地位評価 《Ａ 家庭のなかで》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、『男性の

方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて減少しています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21 年にかけて増加しており、『女性

の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増加していま

す。 

 

 

Ａ家庭のなかで 
Ｂ職場のなかで 
Ｃ学校のなかで 
Ｄ地域のなかで 

Ｅ社会通念や風潮で 
Ｆ法律や制度の上で 
Ｇ政治(政策決定)の場で 
Ｈ社会全体で 
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さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 



 7 

8.3

8.9

6.5

6.1

42.2

41.4

36.6

40.2

43.1

45.3

37.7

37.8

5.6

4.6

4.0

5.1

1.1

1.9

0.6

1.1

3.4

3.7

2.8

3.9

3.5

1.8

1.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性（N=1,031）

県・平成16年調査
男性（N=888）

県・平成18年調査
男性（N=1,134）

県・平成21年調査
男性（N=1,150）

 
問１ 男女の地位評価 《Ａ 家庭のなかで》 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の男性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて減少し

ています。 

「平等である」と答えた人の割合は平成 16 年から平成 21 年にかけて増加しており、『女性の

方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて増加しています。 
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問１ 男女の地位評価 《Ａ 家庭のなかで》 【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の女性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて減少し

ています。 

「平等である」と答えた人の割合は平成 16 年から平成 21 年にかけて増加しており、『女性の

方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 18 年で減少しましたが、平成 21 年では増加

しています。 
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■男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より 

 

問 男女の地位評価 《家庭生活》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

 

● 国の平成 12 年調査、平成 14年調査、平成 16 年調査、平成 19 年調査、平成 21年調査と県の

平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、国・県ともに

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、年々減少しています。 

  また、「平等」と答えた人の割合は、平成 16 年以降、国・県ともに増加しています。 

『女性の方が優遇されている』と答えた人の割合を比較すると、国は増減を繰り返している

のに対して、県は平成 12 年から平成 21 年にかけて増加しています。 
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問１ 男女の地位評価 《Ｂ 職場のなかで》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、『男性の

方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて減少しています。 

「平等である」、『女性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 18

年にかけては増加していますが、平成 21 年では減少しています。 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 



 11 

9.1

8.8

7.3

7.6

44.1

43.6

38.8

37.5

30.4

25.3 7.3

11.4

6.8

12.6

25.6

21.8

9.0

8.8

5.7

2.2

1.2

1.4

1.4

8.5

6.4

5.5

5.5

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性（N=1,031）

県・平成16年調査
男性（N=888）

県・平成18年調査
男性（N=1,134）

県・平成21年調査
男性（N=1,150）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｂ 職場のなかで》 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の男性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて減少し

ています。 

「平等である」、『女性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 18

年にかけては増加していますが、平成 21 年では減少しています。 
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問１ 男女の地位評価 《Ｂ 職場のなかで》 【女性】 
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● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の女性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21 年にかけて減少し

ています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21 年にかけて増加しており、『女性

の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増加していま

す。 
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■男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より 

 

問 男女の地位評価 《職場》 【全体】 
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● 国の平成 12 年調査、平成 14年調査、平成 16 年調査、平成 19 年調査、平成 21年調査と県の

平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の『男性の方が優遇されてい

る』と答えた人の割合を比較すると、国は平成 14年から平成 21 年にかけて増加しているのに

対して、県は平成 16年から平成 21 年にかけて減少しています。 

「平等」と答えた人の割合を比較すると、国は増減を繰り返しているのに対して、県は平成

12 年から平成 18 年にかけて増加し、平成 21 年では減少しています。 

『女性の方が優遇されている』と答えた人の割合を比較すると、国は平成 14 年から平成 21

年にかけて増加しているのに対して、県は平成 12 年から平成 18 年にかけて増加し、平成 21

年では減少しています。 
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問１ 男女の地位評価 《Ｃ 学校のなかで》 【全体】 
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● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、『男性の

方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて減少しています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて減少しています。 
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問１ 男女の地位評価 《Ｃ 学校のなかで》 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の男性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は平成 12 年から平成 21年にかけて減少して

います。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて減少しています。 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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1.3

1.0

13.1

10.6

8.0

43.4

43.0 23.7

19.4

16.2

21.9

1.6

1.5

8.9

41.5

46.2

2.8

3.7

2.3

1.7

0.3

0.2

0.2

0.1
25.9

22.1

21.8

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性（N=1,271）

県・平成16年調査
女性（N=1,152）

県・平成18年調査
女性（N=1,462）

県・平成21年調査
女性（N=1,385）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｃ 学校のなかで》 【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の女性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を

繰り返していますが、平成 21年では減少しています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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2.5

2.8

2.3

2.3

1.9

11.8

11.4

12.8

12.0

66.8

63.4

68.1

17.5

18.8

16.0

17.2

13.1

12.3

63.1

63.9

3.9

3.1

3.1

3.4

3.8

0.9

0.4

0.4

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・平成12年調査
全体（N=3,378）

国・平成14年調査
全体（N=3,561）

国・平成16年調査
全体（N=3,502）

国・平成19年調査
全体（N=3,118）

国・平成21年調査
全体（N=3,240）

 

■男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より 

 

問 男女の地位評価 《学校教育の場》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

 

● 国の平成 12 年調査、平成 14年調査、平成 16 年調査、平成 19 年調査、平成 21年調査と県の

平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の『男性の方が優遇されてい

る』と答えた人の割合を比較すると、国は平成 12年から平成 21 年にかけて増減を繰り返して

いるのに対して、県は平成 12年から平成 21 年にかけて減少しています。 

「平等」と答えた人の割合を比較すると、国は平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り

返しているのに対して、県は平成 16 年から平成 21年にかけて減少しています。 

 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 
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4.0

4.6

38.3

34.4

4.9

35.0

35.0

6.3

7.1
1.1

1.4

9.8

9.7 8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成18年調査
男性（N=1,134）

県・平成21年調査
男性（N=1,150）

8.8

6.6

42.4

36.4

25.7

28.3

5.1

5.2
0.7

0.5

11.9

11.6

10.8

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｄ 地域のなかで》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、『男性の方が優遇されている』と答えた人

の割合は、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が減少しています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 18年に比べ平成 21年の方が増加しています。 

 

 

問１ 男女の地位評価 《Ｄ 地域のなかで》 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性を比較すると、『男性の方が優遇されている』と答

えた人の割合は、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が減少しています。 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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12.6

8.2

46.2

38.5

5.818.7

22.9

3.6

4.3
0.2

0.1

13.9

13.0

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成18年調査
女性（N=1,462）

県・平成21年調査
女性（N=1,385）

6.5 28.2 51.0 6.4
0.6 7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・平成21年調査
全体（N=3,240）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｄ 地域のなかで》 【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性を比較すると、『男性の方が優遇されている』と答

えた人の割合は、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が減少しています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 18年に比べ平成 21年の方が増加しています。 

 

 

【参考】男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より 

 

問 男女の地位評価 《自治会やＮＰＯなどの地域活動の場》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 国の平成 21 年調査と県の平成 18年調査、平成 21 年調査を比較すると、国は「平等」と答え

た人の割合が最も高くなっているのに対して、県は平成 18 年、平成 21 年ともに『男性の方が

優遇されている』が最も高くなっています。 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 
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14.1

11.5

13.6

9.7

54.4

58.9

53.7

51.2

13.6

13.9 5.4 7.6 11.3

10.1

10.9

4.9

4.9

4.7

0.7

0.9

0.7

0.8

5.3

5.4

7.3 6.2

9.9

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
全体（N=2,320）

県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｅ 社会通念や風潮で》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、『男性の

方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて減少しています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて増加しています。 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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6.7

7.7

6.3

5.7

56.1

60.1

54.7

51.7

19.8

19.0

7.3

6.3

7.4

7.7

8.6

4.9

9.0

14.0

16.1

1.4

1.6

1.4

1.7

5.4

3.9

4.6

5.5

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性（N=1,031）

県・平成16年調査
男性（N=888）

県・平成18年調査
男性（N=1,134）

県・平成21年調査
男性（N=1,150）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｅ 社会通念や風潮で》 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の男性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21 年にかけて減少し

ています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、平

成 21 年では減少しています。 

 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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20.2

14.8

19.5

13.1

53.8

58.2

53.3

51.3

8.8

9.7

9.7

6.6

12.5

6.8

7.0

3.3

2.7

3.7

3.0

0.0

0.2

0.4

0.1
8.8

6.1

6.6

9.6

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性（N=1,271）

県・平成16年調査
女性（N=1,152）

県・平成18年調査
女性（N=1,462）

県・平成21年調査
女性（N=1,385）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｅ 社会通念や風潮で》 【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の女性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて減少し

ています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて増加しています。 

 

 

 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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23.8

22.7

24.1

20.0

18.7

50.5

50.6

52.3

53.2

17.2

20.2

20.6

52.8 15.8

18.4

2.7

2.5

2.4

2.9

3.4

0.6

0.4

0.5

0.3

0.5
3.6

5.4

4.4

4.8

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・平成12年調査
全体（N=3,378）

国・平成14年調査
全体（N=3,561）

国・平成16年調査
全体（N=3,502）

国・平成19年調査
全体（N=3,118）

国・平成21年調査
全体（N=3,240）

 

■男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より 

 

問 男女の地位評価 《社会通念・慣習・しきたりなど》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

 

● 国の平成 12 年調査、平成 14年調査、平成 16 年調査、平成 19 年調査、平成 21年調査と県の

平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、国・県ともに

平成 16 年から平成 21年にかけて『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は減少して

います。 

  また、「平等」と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21年にかけて、国・県ともに増加し

ています。 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 
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7.6

6.6

7.5

5.1

33.0

33.9

31.4

26.9

36.1

36.9 6.2

10.5

11.6

11.7

12.6 10.8

34.0

32.6

5.1

6.9

6.2

0.6

0.4

1.5

0.9

7.9

9.5

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
全体（N=2,320）

県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｆ 法律や制度の上で》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、『男性の

方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて減少しています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて増加しています。 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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3.0

3.5

3.4

1.9

26.1

28.8

23.4

21.6

50.3

49.1 7.8 8.6

8.2

4.9

8.1

43.7

47.6

9.1

9.5

7.9

1.6

2.9

0.9

1.0

6.3

8.6

7.3

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性（N=1,031）

県・平成16年調査
男性（N=888）

県・平成18年調査
男性（N=1,134）

県・平成21年調査
男性（N=1,150）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｆ 法律や制度の上で》 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の男性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21 年にかけて減少し

ています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、平

成 21 年では減少しています。 

 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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11.3

9.2

10.7

7.7

39.0

38.5

37.8

31.7

25.2

26.9 16.1

9.3

6.5

12.5

23.4

23.3

4.8

2.9

4.9

4.0

0.2

0.0

0.3

0.4
15.3

14.2

14.1

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性（N=1,271）

県・平成16年調査
女性（N=1,152）

県・平成18年調査
女性（N=1,462）

県・平成21年調査
女性（N=1,385）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｆ 法律や制度の上で》 【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の女性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を

繰り返し、平成 21 年では減少しています。 

 「平等である」と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21年にかけて増加しています。 

 

 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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11.8

13.0

11.7

10.6

7.8

35.4

34.4

35.8

33.5

39.3

39.5

44.4 6.9

36.3

36.0

38.6

6.5

4.3

4.1

2.6

4.4

0.9

0.8

0.7

0.3

0.6
10.9

9.5

9.0

10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・平成12年調査
全体（N=3,378）

国・平成14年調査
全体（N=3,561）

国・平成16年調査
全体（N=3,502）

国・平成19年調査
全体（N=3,118）

国・平成21年調査
全体（N=3,240）

 

■男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より 

 

問 男女の地位評価 《法律や制度の上》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

 

● 国の平成 12 年調査、平成 14年調査、平成 16 年調査、平成 19 年調査、平成 21年調査と県の

平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の『男性の方が優遇されてい

る』と答えた人の割合を比較すると、国は平成 12年から平成 21 年にかけて増減を繰り返して

いるのに対して、県は平成 12年から平成 21 年にかけて減少しています。 

  また、「平等」と答えた人の割合は国が平成 14年から 21 年にかけて増加しており、県は平成

16 年から平成 21 年にかけて増加しています。 

 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 
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16.1

11.5

41.6

38.6

12.2

12.5

5.8

10.6

21.8

23.5

2.1

2.6

0.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｇ 政治(政策決定)の場で》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、『男性の方が優遇されている』と答えた人

の割合は、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が減少しています。 

「平等である」、『女性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 18 年に比べ平成

21 年の方が増加しています。 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
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不
明
・
無
回
答 
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9.6

6.4

39.4

36.3

4.7

34.6

33.1

3.6

3.4

0.7

1.4

9.1

9.6 8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成18年調査
男性（N=1,134）

県・平成21年調査
男性（N=1,150）

21.3

15.6

43.6

41.0

6.013.2

14.5

1.2

1.7
0.1

0.1

15.1

14.7

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成18年調査
女性（N=1,462）

県・平成21年調査
女性（N=1,385）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｇ 政治(政策決定)の場で》 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性を比較すると、『男性の方が優遇されている』と答

えた人の割合は、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が減少しています。 

「平等である」、『女性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 18 年に比べ平成

21 年の方が増加しています。 

 
 
問１ 男女の地位評価 《Ｇ 政治(政策決定)の場で》 【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単位：％ 

 
 
● 県の平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性を比較すると、『男性の方が優遇されている』と答

えた人の割合は、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が減少しています。 

 「平等である」、『女性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 18 年に比べ平成

21 年の方が増加しています。 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
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男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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29.2

30.2

30.9

22.6

23.7

42.2

41.0

45.3

48.1

19.7

23.2

21.0

42.8 19.0

18.8

2.6

0.9

1.8

1.1

1.9

0.3

0.2

0.3

0.2

0.3
5.1

6.6

7.1

6.0

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・平成12年調査
全体（N=3,378）

国・平成14年調査
全体（N=3,561）

国・平成16年調査
全体（N=3,502）

国・平成19年調査
全体（N=3,118）

国・平成21年調査
全体（N=3,240）

 

■男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より 

 

問 男女の地位評価 《政治の場》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

 

 

 

● 国の平成 12 年調査、平成 14年調査、平成 16 年調査、平成 19 年調査、平成 21年調査をみる

と、『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は７割前後を占め、平成 16 年から平成 19

年にかけて一旦減少したものの、平成 21 年には再び増加しています。 

  一方、県では、平成 18 年に比べ平成 21 年の方が『男性の方が優遇されている』と答えた人

の割合が減少しています。 

国の「平等」、『女性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年

にかけて増減を繰り返し、平成 21 年では減少しています。県は平成 18年に比べ、平成 21 年の

方が増加しています。 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等 

ど
ち
ら
か
と
い
え
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女
性
の
方
が
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遇
さ
れ
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女
性
の
方
が
非
常
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優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 
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12.0

9.2

10.7

7.6

56.0

59.2

55.8

51.2

15.3

16.4

6.7

8.1

9.8 9.0

12.7

12.1

5.0

4.0

5.7

4.4

0.6

0.8

0.9

0.5

6.1 7.0

7.8

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
全体（N=2,320）

県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｈ 社会全体で》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、『男性の

方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて減少しています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて増加しています。 

 

 

男
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
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に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
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不
明
・
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5.3

6.6

4.8

3.7

56.1

58.3

53.9

49.8

23.9

23.2 7.0 7.8

6.4

4.1

6.8

16.9

18.8

6.9

8.2

6.3

1.0

1.6

1.6

0.9

5.4

4.4

5.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性（N=1,031）

県・平成16年調査
男性（N=888）

県・平成18年調査
男性（N=1,134）

県・平成21年調査
男性（N=1,150）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｈ 社会全体で》 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の男性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21 年にかけて減少し

ています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、平

成 21 年では若干減少しています。 

 

 

男
性
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方
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非
常
に 

優
遇
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い
る 

ど
ち
ら
か
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え
ば 

男
性
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方
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遇
さ
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て
い
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と
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え
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の
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さ
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遇
さ
れ
て
い
る 
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明
・
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17.5

11.5

15.5

10.8

56.7

60.4

57.7

52.8

8.8

10.9 11.6

7.7

5.3

10.3

7.9

8.0

3.2

2.6

3.9

2.5

0.3

0.1

0.4

0.1
10.1

7.4

7.8

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性（N=1,271）

県・平成16年調査
女性（N=1,152）

県・平成18年調査
女性（N=1,462）

県・平成21年調査
女性（N=1,385）

 
問１ 男女の地位評価 《Ｈ 社会全体で》 【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の女性を比較すると、

『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を

繰り返し、平成 21 年では減少しています。 

「平等である」と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて増加しています。 
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性
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遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
非
常
に 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
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答 



 34 

13.1

12.9

12.7

11.4

9.7

62.1

61.2

61.8

61.9

20.1

20.9

23.2

63.6

19.5

17.7

3.4

3.6

2.4

2.6

3.8

0.3

0.2

0.4

0.1

0.4

1.6

2.8

2.2

1.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・平成12年調査
全体（N=3,378）

国・平成14年調査
全体（N=3,561）

国・平成16年調査
全体（N=3,502）

国・平成19年調査
全体（N=3,118）

国・平成21年調査
全体（N=3,240）

 

■男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より 

 

問 男女の地位評価 《社会全体で》 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 

 

 

 

 

● 国の平成 12 年調査、平成 14年調査、平成 16 年調査、平成 19 年調査、平成 21年調査をみる

と、国は平成 12 年から平成 21年にかけて『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合は

減少しています。また、県も同様に平成 16 年から平成 21 年にかけて『男性の方が優遇されて

いる』と答えた人の割合は減少しています。 

  「平等」と答えた人の割合について、国は平成 12 年から平成 21 年にかけて増加しており、

県も平成 16年から平成 21 年にかけて増加しています。 
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わ
か
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な
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（２）「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

 

【分析のまとめ】 

 

県調査では性別役割分担意識に変化がみられるものの、性別や年代間で意識の違い
がみられます。 
 

 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、県調査では「同感する」と答えた人の割合は

平成 16 年から平成 21 年にかけてやや増加しており、平成 21 年では 10.2％となっています。ま

た『同感する』と答えた人の割合は 43.8％となっています。一方、『同感しない』と答えた人の

割合については増減がみられるものの、平成 21 年では 49.0％となっています。 

時系列変化をみると、平成 12 年では『同感する』と答えた人の割合が『同感しない』と答えた

人の割合を上回っていましたが、平成 16 年から平成 21 年については『同感しない』と答えた人

の割合が『同感する』と答えた人の割合を上回っています。 

男女別にみると、男性は各年ともに『同感する』と答えた人の割合が高くなっているのに対し

て、女性は『同感しない』と答えた人の割合が高く、５割を超えており、年代別では年齢層が高

い人の方が『同感する』の割合が高く、性別役割分担意識の違いがみられます。 

結婚の有無別にみると、男性は『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合はともに平成 12

年から平成 21 年にかけて増減を繰り返しており、既婚の男性は各年ともに『同感する』の割合が

『同感しない』よりも高くなっています。未婚の男性は各年ともに『同感しない』の割合が『同

感する』よりも高くなっており、結婚の有無によって意識の違いがあることがうかがえます。女

性は既婚・未婚ともに『同感する』と答えた人の割合が年々増加傾向にありますが、各年ともに

『同感しない』の割合が『同感する』よりも高くなっています。 

 平成 12 年と平成 21年の『同感する』と答えた人の割合を年齢別に比較すると、男性は各年齢

層において平成 12 年よりも平成 21 年の方が低くなっています。女性は平成 12 年、平成 21 年で

大きな変化がみられない状況です。一方、『同感しない』と答えた人の割合をみると、男性は平成

12 年よりも平成 21年の方が高くなっています。また、平成 12 年の『同感しない』と答えた人の

割合は年齢が高くなるとともに減少しており、50 歳代では４割を切っているのに対して、平成 21

年では 50 歳までは５割を超えて高く、60 歳以上についても平成 12 年より高くなっています。女

性は 30 歳以上の平成 12 年、平成 21 年での大きな変化はみられませんが、20歳代は平成 21 年の

方が平成 12年よりも 10.6 ポイント低くなっています。 

 

 

※『同感する』は、本来の選択肢の「同感する」と「どちらかといえば同感する」の割合を合計したものです。

『同感しない』は、「どちらかといえば同感しない」と「同感しない」の割合を合計したものです。以降の 

ページも同様。 
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10.3

9.0

9.4

10.2

38.1

33.8

36.9

33.6

18.9

23.7 25.3 1.3

23.5

21.2

22.9

28.6

28.4

5.8

4.2

5.8

5.5

1.6

0.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
全体（N=2,320）

県・平成16年調査
全体（N=2,112）

県・平成18年調査
全体（N=2,615）

県・平成21年調査
全体（N=2,558）

 

問２．「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたはどう思いますか。次の中から１つ選んで○

印をつけてください。 

 

問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査を比較すると、『同感す

る』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、平成 21 年では減

少しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、平

成 21 年では増加しています。 

 

 

 

 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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13.2

11.8

11.9

12.0

46.2

37.2

44.2

36.1

14.7

23.5 22.6

18.2

19.5

22.9

27.1

17.0

5.8

4.9

3.3

4.7

0.4

0.9

0.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性（N=1,031）

県・平成16年調査
男性（N=888）

県・平成18年調査
男性（N=1,134）

県・平成21年調査
男性（N=1,150）

8.0

6.6

7.5

8.9

31.5

30.6

31.3

31.5

22.4

24.2 27.9

23.6

26.8

33.0

30.9

27.9

5.3

6.6

5.0

6.6

0.5

0.9

1.7

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性（N=1,271）

県・平成16年調査
女性（N=1,152）

県・平成18年調査
女性（N=1,462）

県・平成21年調査
女性（N=1,385）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の男性を比較すると、

『同感する』、『同感しない』ともに平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り返しています

が、平成 21 年では『同感する』と答えた人の割合は減少、『同感しない』と答えた人の割合は

増加しています。 
 
 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18年調査、平成 21 年調査の女性を比較すると、

『同感する』、『同感しない』ともに平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り返しています

が、平成 21 年では『同感する』と答えた人の割合は増加、『同感しない』と答えた人の割合は

減少しています。 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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6.7

9.4

9.4

6.6

45.2

27.6

39.4

36.4

17.6

24.5 25.8

14.2

21.5

26.5

40.2

22.2

6.5

6.0

4.4

8.7

0.6

0.0

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性/30歳代（N=135）

県・平成16年調査
男性/30歳代（N=127）

県・平成18年調査
男性/30歳代（N=170）

県・平成21年調査
男性/30歳代（N=151）

9.9

6.2

5.9

5.9

24.7

28.2

27.7

16.5

22.8

25.3 19.8

19.8

37.6

40.7

42.0

34.1

4.9

4.4

5.0

15.3

2.5

0.0

1.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性/20歳代（N=91）

県・平成16年調査
男性/20歳代（N=81）

県・平成18年調査
男性/20歳代（N=85）

県・平成21年調査
男性/20歳代（N=101）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性/20 歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性/20 歳代を比較

すると、『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合は、ともに平成 12 年から平成 21 年にか

けて増減を繰り返していますが、平成 21 年では『同感する』と答えた人の割合は減少、『同感

しない』と答えた人の割合は増加しています。 
 
 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性/30 歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性/30 歳代を比較

すると、『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合は、ともに平成 12 年から平成 21 年にか

けて増減を繰り返していますが、平成 21 年では『同感する』と答えた人の割合は減少、『同感

しない』と答えた人の割合は増加しています。 

 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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9.2

12.4

5.0

8.2

42.0

37.1

44.1

36.7

13.4

25.5 25.5

23.6

18.5

19.5

25.8

29.7

4.5

5.7

3.1

6.9

1.0

1.7

0.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性/40歳代（N=174）

県・平成16年調査
男性/40歳代（N=178）

県・平成18年調査
男性/40歳代（N=202）

県・平成21年調査
男性/40歳代（N=196）

13.2

9.2

11.5

6.1

48.2

42.8

43.2

33.5

16.4

29.4 23.9

15.6

19.5

23.3

28.4

15.2

5.5

6.6

2.3

3.2

0.0

1.6

0.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性/50歳代（N=257）

県・平成16年調査
男性/50歳代（N=250）

県・平成18年調査
男性/50歳代（N=347）

県・平成21年調査
男性/50歳代（N=197）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性/40 歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性/40 歳代を比較

すると、『同感する』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて減少しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、平

成 21 年では増加しています。 

 

 

問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性/50 歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性/50 歳代を比較

すると、『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合は、ともに平成 12 年から平成 21 年にか

けて増減を繰り返していますが、『同感する』と答えた人の割合は大きく減少し、『同感しない』

と答えた人の割合は大きく増加しています。 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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15.1

16.3

18.4

14.9

53.4

43.3

52.5

37.2

12.0

24.9 17.8

19.2

23.0

9.6

14.0

14.7

3.4

1.8

4.8

2.3

0.4

0.0

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性/60歳代（N=219）

県・平成16年調査
男性/60歳代（N=178）

県・平成18年調査
男性/60歳代（N=217）

県・平成21年調査
男性/60歳代（N=269）

22.6

19.4

21.8

23.5

50.3

34.7

50.0

40.3

11.8

14.9 15.8

20.8

13.5

11.8

18.1

9.0

2.7

3.2

2.6

5.6

1.8

1.9

1.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性/70歳以上（N=155）

県・平成16年調査
男性/70歳以上（N=72）

県・平成18年調査
男性/70歳以上（N=110）

県・平成21年調査
男性/70歳以上（N=221）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性/60 歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性/60 歳代を比較

すると、『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合は、ともに平成 12 年から平成 21 年にか

けて増減を繰り返していますが、『同感する』と答えた人の割合は大きく減少し、『同感しない』

と答えた人の割合は大きく増加しています。 

 

 

問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性/70 歳以上】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性/70 歳以上を比

較すると、『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合は、ともに平成 12 年から平成 21 年に

かけて増減を繰り返していますが、『同感する』と答えた人の割合は減少し、『同感しない』と

答えた人の割合は増加しています。 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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2.7

4.0

6.1

6.8

26.4

30.7

28.9

29.6

19.3

26.5 28.4

29.1

24.8

36.4

31.7

40.4

7.9

4.5

8.0

5.3

0.6

1.0

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性/20歳代（N=110）

県・平成16年調査
女性/20歳代（N=101）

県・平成18年調査
女性/20歳代（N=114）

県・平成21年調査
女性/20歳代（N=162）

4.2

3.4

1.3

2.2

33.3

21.9

28.6

30.6

21.8

21.7 37.8

27.5

25.9

38.9

42.7

31.0

9.4

7.8

5.6

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性/30歳代（N=216）

県・平成16年調査
女性/30歳代（N=178）

県・平成18年調査
女性/30歳代（N=234）

県・平成21年調査
女性/30歳代（N=180）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性/20 歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性/20 歳代を比較

すると、『同感する』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて増加しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、平

成 21 年では減少しています。 

 

 

問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性/30 歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性/30 歳代を比較

すると、『同感する』と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて増加しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて減少しています。 

 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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2.3

2.2

2.7

4.4

24.2

20.0

28.7

26.0

27.4

33.5 31.3

25.3

29.4

38.5

42.7

41.5

2.4

4.4

1.9

8.4

0.3

0.8

1.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性/40歳代（N=265）

県・平成16年調査
女性/40歳代（N=225）

県・平成18年調査
女性/40歳代（N=296）

県・平成21年調査
女性/40歳代（N=227）

6.6

6.9

9.0

5.2

31.0

33.3

29.5

33.2

24.3

26.6 31.4

31.6

24.4

26.3

29.0

32.7

4.3

3.5

3.3

4.3

0.4

2.0

0.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性/50歳代（N=316）

県・平成16年調査
女性/50歳代（N=303）

県・平成18年調査
女性/50歳代（N=444）

県・平成21年調査
女性/50歳代（N=271）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性/40 歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性/40 歳代を比較

すると、『同感する』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、

平成 21 年では減少しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて減少しています。 

 

 

問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性/50 歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性/50 歳代を比較

すると、『同感する』と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて減少しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて増加しています。 

 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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13.4

7.6

10.2

8.4

37.5

40.4

38.8

36.4

20.0

20.5 26.3

7.8

6.7

4.7

6.7

23.3

22.8

25.5

20.2

18.1

0.8

0.4

1.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性/60歳代（N=232）

県・平成16年調査
女性/60歳代（N=223）

県・平成18年調査
女性/60歳代（N=255）

県・平成21年調査
女性/60歳代（N=297）

24.4

19.0

22.0

25.9

38.0

36.4

31.5

11.9

14.4

8.4

10.7

8.5

11.1

38.9

12.4

16.0

18.6

15.7

9.2

14.8

2.5

2.3

3.1

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性/70歳以上（N=131）

県・平成16年調査
女性/70歳以上（N=121）

県・平成18年調査
女性/70歳以上（N=118）

県・平成21年調査
女性/70歳以上（N=216）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性/60 歳代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性/60 歳代を比較

すると、『同感する』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、

平成 21 年では減少しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて増加しています。 

 
 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性/70 歳以上】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性/70 歳以上を比

較すると、『同感する』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、

平成 21 年では減少しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 18 年にかけて増加していますが、

平成 21 年では減少しています。 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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11.3

10.8

10.5

8.0

38.1

44.3

38.0

14.8

24.4

45.9 20.1

17.5

23.9

18.8

28.4

24.2

4.7

3.4

5.0

5.8

0.6

0.5

0.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性/就労している（N=736）

県・平成16年調査
男性/就労している（N=687）

県・平成18年調査
男性/就労している（N=916）

県・平成21年調査
男性/就労している（N=753）

16.5

13.7

18.2

17.1

44.6

33.9

47.9

34.3

13.0

21.6 20.3

24.4

20.8

14.1

22.0

14.7

5.7

5.7

2.6

4.2

1.0

0.9

1.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性/就労していない（N=231）

県・平成16年調査
男性/就労していない（N=168）

県・平成18年調査
男性/就労していない（N=192）

県・平成21年調査
男性/就労していない（N=315）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性/就労している】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単位：％ 

 
 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性/就労しているを

比較すると、『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合は、ともに平成 12 年から平成 21

年にかけて増減を繰り返していますが、平成 21年では『同感する』と答えた人の割合は減少、

『同感しない』と答えた人の割合は増加しています。 

 
 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性/就労していない】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性/就労していない

を比較すると、『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合は、ともに平成 12 年から平成 21

年にかけて増減を繰り返していますが、平成 21 年では『同感する』と答えた人の割合は大きく

減少、『同感しない』と答えた人の割合は大きく増加しています。 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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3.8

3.8

4.9

5.0

25.6

26.9

28.1

24.2

28.4

27.3

23.9

28.6

39.5

39.6

36.4

32.9

4.4

4.9

3.3

5.8

0.1

0.7

0.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性/就労している（N=664）

県・平成16年調査
女性/就労している（N=606）

県・平成18年調査
女性/就労している（N=860）

県・平成21年調査
女性/就労している（N=739）

11.5

9.5

11.1

11.6

36.7

37.0

39.2

35.7

18.7

20.7 22.8

23.4

26.5

23.7

20.3

18.0

6.4

8.7

6.8

7.6

0.9

0.6

2.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性/就労していない（N=529）

県・平成16年調査
女性/就労していない（N=516）

県・平成18年調査
女性/就労していない（N=566）

県・平成21年調査
女性/就労していない（N=561）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性/就労している】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単位：％ 
 
 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性/就労しているを

比較すると、『同感する』と答えた人の割合は、平成 16 年から平成 21 年にかけて増加していま

す。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、平

成 21 年では若干減少しています。 
 
 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性/就労していない】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単位：％ 
 
 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性/就労していない

を比較すると、『同感する』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21年にかけて増減を繰り

返し、平成 21 年では減少しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は平成 12 年から平成 18 年にかけて減少していますが、平

成 21 年では増加しています。

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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13.7

12.7

12.6

12.4

39.4

46.1

37.8

14.4

23.4

47.9 19.4

19.0

21.1

15.1

24.4

21.8

4.0

3.0

4.3

4.6

0.4

0.8

1.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性/既婚（N=895）

県・平成16年調査
男性/既婚（N=753）

県・平成18年調査
男性/既婚（N=953）

県・平成21年調査
男性/既婚（N=926）

8.7

5.7

6.3

7.5

33.3

22.1

34.9

27.9

16.6

24.4 31.8

14.8

20.6

29.7

46.7

31.7

12.6

8.0

5.6

8.2

0.0

0.0

2.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
男性/未婚（N=126）

県・平成16年調査
男性/未婚（N=122）

県・平成18年調査
男性/未婚（N=175）

県・平成21年調査
男性/未婚（N=201）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性/既婚】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性/既婚を比較する

と、『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合は、ともに平成 12年から平成 21 年にかけて

増減を繰り返していますが、平成 21 年では『同感する』と答えた人の割合は減少、『同感しな

い』と答えた人の割合は増加しています。 

 

 

問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【男性/未婚】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の男性/未婚を比較する

と、『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合は、ともに平成 12年から平成 21 年にかけて

増減を繰り返していますが、平成 21 年では『同感する』と答えた人の割合は減少、『同感しな

い』と答えた人の割合は増加しています。 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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8.3

6.8

7.6

9.3

31.0

31.8

31.9

22.6

24.0

32.4 27.0

23.7

27.9

27.2

30.7

32.7

6.0

4.3

5.9

4.9

1.7

0.7

1.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性/既婚（N=1,132）

県・平成16年調査
女性/既婚（N=1,015）

県・平成18年調査
女性/既婚（N=1,265）

県・平成21年調査
女性/既婚（N=1,127）

3.2

3.0

4.6

5.3

23.8

26.0

27.0

28.6

21.8

27.2 30.1

10.3

10.0

7.5

8.3

24.0

27.0

39.1

37.0

34.9

0.0

0.8

0.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県・平成12年調査
女性/未婚（N=126）

県・平成16年調査
女性/未婚（N=100）

県・平成18年調査
女性/未婚（N=174）

県・平成21年調査
女性/未婚（N=206）

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性/既婚】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性/既婚を比較する

と、『同感する』と答えた人の割合は、平成 16年から平成 21 年にかけて増加しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 18 年にかけて増加していますが、

平成 21 年では減少しています。 

 

 

問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【女性/未婚】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 

 
● 県の平成 12 年調査、平成 16 年調査、平成 18 年調査、平成 21 年調査の女性/未婚を比較する

と、『同感する』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて増加しています。 

『同感しない』と答えた人の割合は、平成 12年から平成 21 年にかけて減少しています。 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
同
感
す
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
同
感
し
な
い 

同
感
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 
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72.968.5
61.4

51.251.9

35.2

63.8

52.1
44.943.0

33.6
39.6

0

20

40

60

80

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

県・平成12年 県・平成21年

％

63.3

29.1

37.5

26.5

37.6

50.9

38.436.4

32.8

30.4 44.8

57.4

0

20

40

60

80

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

県・平成12年 県・平成21年

％

 
問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【『同感する』の年齢別の比較】 
 
〈男性〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈女性〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 21 年調査の『同感する』と答えた人の割合を比較すると、全体

的に、男女とも年齢が高くなるほど、割合が高くなる傾向にありますが、女性では、平成 12

年、平成 21年ともに、40 歳代で一旦割合が低くなっています。 

● 性別でみると、男性はすべての年齢区分について平成 12 年に比べ平成 21 年の方が割合が

低くなっており、特に 50 歳代でその差が大きくなっています。女性は大きな差がみられない

ものの、年齢区分ごとの差も平成 12 年に比べ平成 21 年の方が緩やかになっています。 

 

 

 

県・平成12年 
20歳代（N=91） 
30歳代（N=135） 
40歳代（N=174） 
50歳代（N=257） 
60歳代（N=219） 
70歳以上（N=155） 
 
県・平成21年 
20歳代（N=101） 
30歳代（N=151） 
40歳代（N=196） 
50歳代（N=197） 
60歳代（N=269） 
70歳以上（N=221） 

県・平成12年 
20歳代（N=110） 
30歳代（N=216） 
40歳代（N=265） 
50歳代（N=316） 
60歳代（N=232） 
70歳以上（N=131） 
 
県・平成21年 
20歳代（N=162） 
30歳代（N=180） 
40歳代（N=227） 
50歳代（N=271） 
60歳代（N=297） 
70歳以上（N=216） 
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問２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について 【『同感しない』の年齢別の比較】 
 
〈男性〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈女性〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 県の平成 12 年調査、平成 21 年調査の『同感しない』と答えた人の割合を比較すると、全

体的に、男女とも年齢が高くなるほど、割合が低くなる傾向にありますが、女性では、平成

12 年、平成 21 年ともに、40歳代で一旦割合が高くなっています。 

● 性別でみると、男性は 20 歳代を除くすべての年齢区分について平成 12 年に比べ平成 21

年の方が割合が高くなっています。女性では、20 歳代で、平成 12年と平成 21 年の割合の差

が最も大きく、平成 12 年に比べ平成 21 年の方が 10 ポイント以上低くなっています。 

 

 

25.2

65.5

56.9

70.9

57.9

40.9

58.0

54.9

59.5

64.8
46.8

29.2

0

20

40

60

80

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

県・平成12年 県・平成21年

％

60.5

43.7 43.1
34.7

28.8
22.5

53.3
60.4 50.3 51.0

42.7

30.7

0

20

40

60

80

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

県・平成12年 県・平成21年

％

県・平成12年 
20歳代（N=91） 
30歳代（N=135） 
40歳代（N=174） 
50歳代（N=257） 
60歳代（N=219） 
70歳以上（N=155） 
 
県・平成21年 
20歳代（N=101） 
30歳代（N=151） 
40歳代（N=196） 
50歳代（N=197） 
60歳代（N=269） 
70歳以上（N=221） 

県・平成12年 
20歳代（N=110） 
30歳代（N=216） 
40歳代（N=265） 
50歳代（N=316） 
60歳代（N=232） 
70歳以上（N=131） 
 
県・平成21年 
20歳代（N=162） 
30歳代（N=180） 
40歳代（N=227） 
50歳代（N=271） 
60歳代（N=297） 
70歳以上（N=216） 
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14.8

12.7

13.8

10.6

32.5

31.0

30.7

28.7

31.3

20.0

21.5

23.4

23.8

6.1

5.9

3.2

3.6

32.1

27.4

27.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・平成14年調査
全体（N=3,561）

国・平成16年調査
全体（N=3,502）

国・平成19年調査
全体（N=3,118）

国・平成21年調査
全体（N=3,240）

 

【参考】■男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より 

 

問 夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  単位：％ 

 

 

 

● 国の平成 14 年調査、平成 16 年調査、平成 19年調査、平成 21 年調査を比較すると、各年と

もに『反対』と答えた人の割合が『賛成』と答えた人の割合を上回っており、平成 21 年では

55.1％となっています。県についても平成 16 年以降『同感しない』と答えた人の割合が『同感

する』と答えた人の割合を上回っており、国と同様の傾向にあることがうかがえます。 

時系列変化をみると、国では『賛成』と答えた人の割合は、平成 14 年から平成 21年にかけ

て減少しているのに対して、県では『同感する』と答えた人の割合は、平成 12 年から平成 21

年にかけて増減を繰り返し、平成 21 年では減少しています。また、国では『反対』と答えた人

の割合は、平成 14 年から平成 21 年にかけて増加しているのに対して、県では『同感しない』

と答えた人の割合が成 12 年から平成 21 年にかけて増減を繰り返し、平成 21 年では増加してい

ます。 

 

 
※『賛成』は、本来の選択肢の「賛成」と「どちらかといえば賛成」の割合を合計したものです。『反対』は、「ど

ちらかといえば反対」と「反対」の割合を合計したものです。 

 

 

 

賛
成 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
賛
成 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
反
対 

反
対 

わ
か
ら
な
い 
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